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１．はじめに  

急性高山病（Acute Mountain Sickness：AMS）では生体内のフリーラジカル活性や酸化ストレス

が増大することが知られている。近年の研究では、急性高山病は低圧低酸素、低温などの高所環境

に、運動負荷が加わり発症すると考えられている。特に低圧低酸素の急激な暴露や過度な運動負

荷が急性高山病の発症に重要とされ、種々の酸化ストレスマーカーが利用されてきた。 

今回、Free Radical Analysis System 4 (FRAS4)を用いて血清 diacron-reactive oxygen 

metabolites (d-ROM) および biological antioxidant potential (BAP)を測定し、富士登山におけ

る酸化ストレスの状態を評価した。  

２．方法 

健常者5名（男性2名、女性3名）を対象として、登山前、山頂到着直後、運動負荷（お鉢周

り）後、登山後、における血清 d-ROM および BAP を測定した。併せてパルスオキシメータにて

SpO2 および Pulse rate を測定した。急性高山病については AMS score  (lake Louise Acute 

Mountain Sickness scoring System) を用いて評価した。 

３．結果 

ＢＡＰ／d－ＲＯＭ修正比は登山前 1.24 から山頂到着後は 1.38 と増加したが、統計学的有意差は認

めなかった。登山中は SpO2 は有意に低下し、Pulse rate は有意に上昇した。（P<0.05） 

今回、AMS score が５点以上を示したものはいなかった。 

４．考察 

行程中、山頂到着直後の SpO2 は最低（平均 81％）を示し、Pulse rate は最高（平均 99bpm）を示した。

登山中で最も運動負荷が強かったと考えられる。当初、低圧低酸素、紫外線の暴露、運動負荷など

により酸化ストレスが増加し、ＢＡＰ／d－ＲＯＭ修正比は低下すると予想していたが、今回の測定で

は山頂到着後のＢＡＰ／d－ＲＯＭ修正比は行程中で最も高値を示した。運動強度を上げると、最初

に BAP 値が増加し、その後ヒドロキシルラジカルの発生は減少するという報告もあり、このことから、

運動強度が上がると共にBAP値が増加して、酸化ストレスに対する防御機構が作用している可能性

が示唆された。 
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